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	都市政策・地域経済ワークショップ２ 第９回 議事録
	【テーマ】建築遺産の地域資源化と地域創生－ヴォーリズ建築の保存再生から見えること－
	【講師】関西学院大学名誉教授 ヴォーリズ研究センター長 角野幸博 先生
	【担当教員】佐藤教授
	【日時】2024年11月22日（金）18:30～21:20
	【場所】大阪公立大学大学院 都市経営研究科 梅田サテライト 101教室
	【参加者】都市政策・地域経済コース M1学生 他

	■ 講義概要
	W.M.ヴォーリズが関与した建築を通じて、建築遺産を地域資源化し、地域創生を図る方法に関してご講義をいただきました。保存、転用、建替えという三つのアプローチについて、事例を通じてご紹介いただき、文化的・経済的価値の両立を目指す道筋をご講義いただきました。また、現存するヴォーリズ建築の特徴だけでなく、それらの課題についても触れていただき、建築遺産の継承意義と課題を学びました。
	■ 講義内容
	1. 建築遺産の観光資源化と地域資源化
	2. なぜW.M.ヴォーリズに着目するのか
	3. 現存するヴォーリズ建築の実態
	現存するヴォーリズ建築は、用途や地域によってその保存状況は様々である。教会や学校は、社会的寿命が長く、維持管理主体が明確なため残存率が高い傾向にある一方で、個人住宅や別荘は相続や維持費の問題から消失するケースが多いものの、一部は用途転用により現存している。
	5. 現存建築の所有者と管理運営者
	＜地域創生戦略における建築遺産の価値＞
	建築そのものの魅力の本質をしっかりと突き詰めること、加えて主体的に支える組織が重要。さらに他の観光資源や他のその町の要素とどう組み合わせるのか、もしくは組み合わせない方が良いのか。ヴォーリズ建築の多くは直接支える組織がは、宗教法人であったり学校法人である。これらが地域と連携し得る可能性や組織があるのかどうか。地域創生を考える時には、当然これらとどのような関係を組めばよいのかという議論が重要。
	＜建築遺産継承一般化の道筋：経営という視点＞
	＜地域として継承する＞
	＜地域創生資源としての可能性＞
	7. 地域創生における建築遺産の価値


